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93　　　　　超音波ガ イ ド 下針生検細胞診に よ る

腹 大 動脈 リ ン パ 節 転移巣 の 治 療効果判定法

94　　 　 子 宮頸部進行癌 に 対す る手術 ， 化学 ，

放 射線 療 法 の 併用

国立 大阪病院
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〔目的 〕近年婦人科癌の 腹大動脈 リ ン パ 節 （以 下

PAN と略す ）の 取 り扱 い が注 目され て い る 。 しか

しな が ら手術 不 能例 や 再発症例 に お け る PAN 腫 大

例 に つ い て は ， そ の 転移を確定診 断 し ， し か も

PA 歸転移巣 に対す る放射 線あ るい は 化学療法 の 効

果 判定を経 時的 に 行 っ た と い う報告は み られ ない ．

今回 ， 超音波 ガイ ド下針生検細胞 診 （以下 FNAB

と 略す ）に よ っ て ，こ れ らPAN 転移例の 診断及 び治

療効果 判定を 行 っ た の で 報告す る 。 〔方法 〕対 象 は

1988 年 5 月か ら 1989 年 9 月に 当 院に お い て PAN

腫 大 を発見 した頸癌 手術不能初回治療例 3 例，頸

癌再発 症例 6 例 （うち術後再発 5 例 ）， 卵管癌不

完全 手術 （PAN 転移巣 が極め て 大 きく切除不 能 ）例

1例の計 10例で ある （頸癌症例は全例扁平上皮癌）。

これ ら 10 症例に 対し放射線 あ るい は 化学療法 を実

施 し ， 治 療前 か ら経 時 的 に 経 腹壁 的超 音波診 断 に

て PAN 腫大像を計測 し， 適宜 FNAB を施行し て 治療

効果判定 を行 っ た 。 〔成績 〕10餐例の うち，頸癌術

後再発 の 2 例を除く 8 症例 に PAN の 縮小 を み た 。

こ の うち頸癌衛後再発 の 1 例は ， 化学 療 法 に よ り

PAN は 著 明 に 縮小し 腫蕩 マ
ー

カ
ー

も正常域 に あ っ

た が ， FNAB に よ っ て 尚悪性細胞が 証明さ れ るた

め 最終的に PAN 切除を施行 し た と こ ろ，組織学 的

に 微少な 癌病巣を認 め る の み で あ っ た 。卵管 癌不

完 全手術例 の 1例 も著 明なPAN 縮小 を認 め ，FNAB

も陰性化 し た後 PAN 切除を施行 した とこ ろ 惡性細

胞 は 認 め な か っ た 。頸癌手術不能再発 症例の 2 例

は治療 に よ っ て PAN 腫大像は完全 に 消失す るに 至

っ た 。 PAN 腫大嫁が縮 小中の 他の 4例は FNAB に

ょ っ て 経過観察中で あ る 。 　 〔結 論 〕 婦人 科癌 の

PAN 転 移 巣 に 対す る 治療効果 判定 に 超 音波ガ イ

ド下針生検細胞 診 は 有用 で あ る 。

〔目的〕 子 宮頸 癌 に よ る死 亡 率 の 低 下 は近 年著 明

に 見 られ る が ，進 行癌 に 限 っ て み る と そ の 成績 に

は 余 り 改善 が 見 ら れ な い 。そ の
一因 と して 骨盤 外

に ま で 広 が っ た 病 巣 に 対 す る治療 法 が 不 充分 で あ

る こ と が 予想 さ れ る。我 々 は 進行 頸癌 に 対 して も

治療 法 の 個別化 を考え ，従来 の 治療法 に 加え て ，

術 前術 後 の 化学 療 法 や旁 大 動脈 リン パ 節郭 清 と 同

部 位へ の 術 中開創 照 射 な ど を以 下 の 基 準 に 従 っ て

行 っ て き た の で 報告 す る 。 　 〔方 法 〕 昭 和 60年 よ り

現 在 ま で 上記 療 法 の 対象 は 3工例，術前 化学療法は

正， H 期で も第 2 次 リ ン パ 節 ま で 転移 の 疑 われ た

もの ，及 び 皿，W 期の 症例 に 行 っ た 。 そ の regimen

は扁 平上 皮癌 に 対 して は IAP 療 法 （23 例 ）を，腺

癌 に 対 して は CAP 療 法 （8 例）を行 っ た 。 手術療

法と し て ， リ ン パ 節郭 清 は大 動脈 の 腎 静脈 交 叉部

を上 限 と して 行 い ， さ ら に 術 前化 学 療法 に て 広 汎

性子 宮全 摘 術 が可 能 とな っ た 皿 期 以上 の 症 例 に は

同 乎術を 行 い （6 例） ， 手術不 能 例 に は リ ン パ 節

郭 清術 の み を 行 っ た 。 術 中 旁大 動 脈 リ ン パ 節 開創

照 射 は ， 術前 に 第 2 次 リ ン パ 節ま で 転 移の 疑 われ

た 1， 且期症例 （1 例）及び 皿 期以上 の 症 例（14例）

で あ る。術後 化学 療 法 は 1 ，叮期で も リ ン パ 節転

移が 4 個以 上 認 め ら れ た 症 例 及 び第 2 次 リ ン パ 節

転移 の み ら れ た 症 例 及 び腺 癌 例 で あ る 。 こ れ ら の

療 法 に 加 え て 全例に 従来の 放射線療 法 を追 加 した 。

〔成 績〕 31例 中再 発 死 亡 5 例 ，再 発 生 存例 10例 で，

現在 cancer 　freeの もの 16例 で ある 。 こ れ らの 症

例に つ き さ らに 詳細 に 分析 し報 告 す る 。

〔結 論〕 頸 癌 進行 例に 対 し，上 記 の よ う な 治 療 法

の 個別 化 を試み て い る が ，今後の 成績が 期待 され

る 。
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